
課題番号９基本方針：Ⅱ 課題名：カキの補完品目の栽培支援対象：カキ補完品目生産者 計画期間：Ｈ３０～Ｒ２事務所名：南部農林振興事務所普及指導事項 活動内容 活動成果（計画当初→Ｒ1年度末）①ウメの生産安定支援 生産園地巡回調査 ウメ生産課題抽出・対策選果場巡回 ０課題 → ２課題②スモモの生産安定支援 生産園地巡回指導 スモモ出荷量講習会での栽培指導 ０kg → 2,900kg実証圃巡回･調査③柿葉の生産振興 生産園の巡回指導 柿葉栽培面積 240a → 460a実証圃巡回･調査 柿葉出荷量 30.5万枚 → 62万枚講習会での栽培指導新規生産者確保に向けた啓発活動総合評価（コメント）Ａ：６名■カキ葉のマーケティング、売り込みＰＲを一層強化して下さい。農福も高評価です。放棄水田を切り替えられないか。■労働者を通年雇用するための取組で、実績は現状維持ですが、引続き産地の発展に取組んでほしい。■カキの補完品目の検討を行うことは将来に向けた産地の維持・発展につながる。■今後の奈良県の果樹の発展が楽しみです。■梅の高収量栽培技術の確立に向けた現地検証をお願いします。スモモも柿葉についても同様ですが、研究センターと連携し、効率的な技術の導入を期待しています。■課題の深掘りを期待。普及指導計画への反映状況等■本課題はR2年度で終了となるが、「カキ農家の経営安定」を考える上で、補完品目の安定生産は避けて通ることのできない課題である。ウメ及びスモモの生産安定については、解決すべき課題が残されていることから、次年度以降も新たな重点計画として取り組む予定である。■スモモでは苗木の衰弱や枯死が問題となっており、またウメでも樹の若返り（改植）や授粉樹の導入を推進していく必要があることから、「植え付けた苗木を健全に生育させる技術の確立と普及」が必要である。農業研究開発センターとも協力し、現地での技術実証を行う予定である。■柿葉については、６年間取り組み技術も定着しつつあることから一般活動計画での取り組みとする予定であるが、農福連携への展開も始まっていることから、定期的に巡回指導や意見交換を行いたいと考えている。


